
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．はじめに 

 東京都町田市の 1stシャックでは KA1-404 を使用して、HF 帯から VHF 帯のアマチュア無線運用を楽

しんできました。交信に用いる周波数やモードに関わらず海外局（遠距離）や国内局（近距離）との交信

を楽しむのに重要なことは、送受信共に高性能なアンテナを選択することですが、高性能小型アンテナ

は開発が難しく、高性能大型アンテナは設置が難しく、アンテナ購入費用や工事費用を含め選択する HF

用アナンテナに悩みます。アンテナ選びを誤ると想い描いたハムライフが成就に至らず、アクティビテ

ィーの低下や閉局・廃局になりかねません。 

 1stシャックにおいては、 

・周辺居住者の増加に伴い年々ノイズレベルが高くなってきたこと 

・HF 帯のコンディションが長期間低迷していること 

・敷地面積が狭くてアンテナのグレードアップができないこと 

から、サイクル 25 に期待を寄せ 2021 年 1 月に遠距離・近距離通信のどちらも高性能で、大型アンテナ

に分類される工人舎の VERSA Beam KA1-406 を 2ndシャックに建設しました（写真１）。 

未だ運用期間が短く全バンドに対しオールシーズンの評価を終えていませんが、使用頻度が高い

7MHz 帯とスポラディック E 層の兆しが現れた 50MHz 帯を中心に KA1-406 の魅力や使用感をレポート

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザー・レポート 
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写真１ 京都丹波高原に建設した VERSA Beam KA1-406 



２．KA1-406設置環境の概要 

 2ndシャックは京都丹波高原国定公園から僅か外れた高原地域の平地で周辺には田畑が広がり、アンテ

ナの標高は約 250m です。障害物となる低い山に囲まれ、HF 帯及び VHF 帯で南・西・北方面は仰角を

5 度以上、東方面は仰角を 10 度以上にすれば地形問題は解決できます。5 月から 9 月は周辺の田んぼが

水田に変わり、HF 帯にも水面反射効果が現れエキサイターのみの運用でも大きなリニアアンプを作動さ

せた時に匹敵する伝播状態がつくり出されます。外気温は真冬にマイナス 5 度、真夏に 35 度まで上昇

し、積雪量は最大で 50cm 程度です。台風シーズン以外は風速 20m/s が稀に観測されます。 

 アンテナを中心に半径 50m 以内に民家はなく人工ノイズも全くありません。無線機の S メータは信号

がない周波数においてゼロを指し示します。難視聴地域でテレビ放送は地上波も BS・CS も光ケーブル

を介して全戸に配信され、放送受信設備へインタフェアーの心配もなくアマチュア無線を楽しむのに優

れた環境です。 

 未だ自然が数多く残されており、野鳥の糞害は尋常ではありません。アンテナエレメント下の地面は

糞で白く覆われます。止まり木として KA1-406 は野鳥達のお気に入り休憩場所のようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ KA1-406の周囲が水田に変化 



３．KA1-406のスペック 

 KA1-406 は、7MHz～10MHz 帯は３エレメント、14MHz～28MHz 帯は 5 エレメント、50MHz 帯は

パッシブエレメントを付加し８エレメントで作動します。その構造を図１に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 重量は 85kg、ブーム長 12.6m、回転半径 9.7m と、とてもビッグなアンテナで頑丈なタワーに設置し

運用するのが望ましいアンテナです。 

 工人舎のホームページで公開されているアンテナ利得を図２に、14MHz 帯のビームパターンを図３に

参考情報として示します。これらのメーカ情報から KA1-406 はアマチュア無線の遠距離通信に必要十分

なスペックを有したアンテナだと言えます。ダイポールアンテナとして作動させることが可能で近距離

通信にも期待が持てます。エレメントを伸縮調整し目的周波数に同調・整合させる技術が特に優れ、１つ

のアンテナで多くのバンドと広帯域な運用が可能になることから HF 帯愛好者にとても便利なアンテナ

 
図１ VERSA Beam KA1-406の構造（引用元：工人舎ホームページ） 



です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２ VERSA Beam KA1-406のアンテナ利得（引用元：工人舎ホームページ） 

 
図３ VERSA Beam KA1-406の 14MHzビームパターン（引用元：工人舎ホームページ） 



 図４に KA1-406（50MHz 帯）のシミュレーション結果（MMANA で解析）を参考情報として示しま

す。地上 28m のリアルグラウンドで解析すると仰角は 3.0°を示し、-3db ビ－ム幅（電力比が 1/2 以内

の範囲）は最大方位点から左右 20°の幅です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５に KA1-406（7MHz 帯）のシミュレーション結果（MMANA で解析）を参考情報として示します。

地上 28m のリアルグラウンドで解析すると仰角は 18.7°を示し、-3db ビ－ム幅は最大方位点から左右

30°の幅です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10MHz 帯以上のバンドはフルサイズで作動しアンテナの利得も図２のとおり 10dbi 以上あることか

ら、アンテナへ送り込む電力と通信技術が問われるアンテナです。 

 

 

 

図４ VERSA Beam KA1-406の 50MHzビームパターン（MMANAで解析） 

 

図５ VERSA Beam KA1-406の 7MHzビームパターン（MMANAで解析） 



４．組み立て・建設作業の様子 

  広い敷地があると KA1-406 の地上組み立てや建設作業が容易に行えます。クレーンなどの重機があ

るとより安全に建設が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ VERSA Beam KA1-406建設の様子 

写真３ VERSA Beam KA1-406組み立ての様子 



５．KA1-406の 7MHz帯使用感 

 過去に 7MHz 帯を AFA-40 と KA1-404 の２エレメントアンテナで楽しんだ経験があります。どちらも

優れたアンテナでダイポールアンテナから２エレメントアンテナにステップアップした時の効果は、聴

こえない又は聴き取れない信号がはっきりと聴こえるようになり、S メータも強く振れ、受信時のストレ

スがかなり軽減されました。 

しかし、コンディションが良い状況下で２エレメントのアンテナを用いて CQ を発出すると稀に北米

や EU から応答がありますが、どちらかと言えば自ら進んでＣQ を発出する運用スタイルではなく、強

く聴こえる相手局に応答する運用スタイルが主でした。 

KA1-406 を用いて 7MHz 帯 SSB モードで CQ を発出すると、２エレメントのアンテナを使用した時

とは大きく異なり、次々と遠方の海外局からコールバックが届きます。過去に味わったことがない状況

に興奮しながら QSO を楽しんでいます。FT8 で DX 運用を楽しむ局が多い昨今ですが、筆者は古式通信

方式で苦労しながら海外局と QSO するのが楽しくとてもお気に入りです。 

 ダイポールアンテナや２エレメントのアンテナを使用していた時は、海外局が聴こえても応答が得ら

れないことを数多く体験しましたが、３エレメントアンテナにグレードアップしたことで、確実に応答

が得られるように変わりました。２エレメントアンテナと３エレメントアンテナの性能差により得られ

る効果は、海外局との交信において大きな差が存在していると実感しました。またノイズが少ない京都

丹波高原で KA1-406 を使用すると、Ｓメータが振れなくても十分聴き取れるケースに出逢えます。Ｓメ

ータを読む方法で RST レポート交換するなら“50”を海外局へ送りたい気持ちになります。（笑） 

KA1-406 の 7MHz 帯はセンターローディングコイルを挿入し少し短縮されていますが、全く気になり

ません。よく聴こえ、遠くまで伝播する（よく飛ぶ）アンテナで、とても満足しています。 

 

６．KA1-406を用いた 7MHz帯の運用方法 

遠距離通信はKA1-406を載せたクランクアップタワーをフルアップし、仰角をなるべく低く抑えます。

近距離通信はクランクアップタワーの高さを防護指針に抵触しない地上高の 10m～15mに留めKA1-406

をダイポールモードにし大地をリフレクター代わりに利用して仰角を高くします。7MHz の電波を反射

する電離層の高さ（時間帯や季節で変わる）と仰角とビーム方向の調整を行い、ベストポジションを探っ

て QSO を楽しみます。 

 クランクアップタワーの最高位は約 27m でKA1-406 の給電部は地上から凡そ 28m 高となり 7MHz帯

では 1λ以上に達していないことから、自由空間に設置したアンテナのように理想的な動作はせず大地の

影響を多少受けています。アンテナを西方面に向けると謎の地域から発出されているバタバタ信号（レ

ーダー信号？）が強く受信されます。妨害となるこの 

信号を極力避けるためにビーム方向をサイドかバック 

に変更し、7MHz 帯の運用を楽しんでいます。 

 写真５は、無線機のバンドと周波数を KA1-406 へ 

トラッキングして使用している様子でとても便利な 

機能の１つです。無線機に触れない FT8 運用には欠か 

かすことができない必須の機能です。 

KA1-406 は、無線機やリニアアンプに内蔵されてい  
写真５ 無線機からトラッキング 



るアンテナチューナーは不必要で、アンテナ下に家などがなければ平衡動作することから伝送路がアン

テナになることも発生せずコモンモード・フィルターも不必要です。 

 

７．KA1-406の 50MHz帯使用感 

 1stシャックではKA1-404にパッシブエレエントを付加し 6エレメントのアンテナで 50ＭHz帯を楽し

んでいます。KA1-406 にグレードアップすることでアンテナゲインは 13.1dbi から 14.8dbi へと向上、さ

らにビーム特性がより鋭くなり受信においてアンテナゲインの差以上にビーム特性の差を強く感じます。

鋭いビーム特性のアンテナを利用したことがなく、「聴こえればよし！」として運用してきましたが相手

局への思いやりを考慮に加え、少しでも当局の信号を聴き取り易くするためにローテーターを極僅か回

転させ、相手局が最も強く受信できる方位にアンテナを向ける運用スタイルに変わりました。 

 PSKreporter の情報を確認しスポラディック E 層が出現していると思われると、KA1-406 を 50MHz

帯に合わせ、ローテーターをその方位にセットしバンドスコープを眺めコンディションの状態を確認し

ます。 

 パイルアップになっていると、何故か「ちょっかい」を出したくなります。1st シャックでは「ちょっ

かい」の成功率は低く、QSO が成立している国内無線局の設備を確認したり、時間差で再び攻めたり、

QRO にてチャレンジしたりと礼儀正しく？楽しんでいます。（笑） 

 2nd シャックでは「ちょっかい」は卒業し、CQ を発出する側で楽しみたいと思います。南方面で試し

てみたところ予想通りバッチリでした。 

  

８．他バンドの使用感 

 2021 年 3 月末 CQWW コンテストで KA1-406 の使用感を評価する予定でしたが、急用で１エリアに

戻らねばならず、現時点において十分と言える評価は終了していませんが、FT8 で受信のみ確認したと

ころ全てのバンドにおいてとても good でした。水面反射の効果が得られませんが 2021 年秋の CQWW

の機会を活かし SSB モードの確認と評価をしたいと思います。1st シャックで使用している KA1-404 よ

りもアンテナ利得が優れていることから、ワークバンドや 50MHz 帯を含め春夏秋冬それぞれの季節や

時間帯に応じアマチュア無線運用が楽しめると確信しています。 

 ゴールデンウィーク中に真南に向け午後に 21MHz 帯で CQ を発出すると、VK3 や VK4 から沢山の応

答があり、10W＋ダイポールアンテナの相手局に 57 のレポートを送りました。受信もバッチリです。 

  

９．新たな機能アップを発見 

 VERSA Beam は AEU（Adjustable element unit）内のステッピングモーターに電圧をかけエレメント

が強風や振動で動かないようロックされています。エレメントが Home ポジションでない位置でコント

ローラーへの電源供給を OFF にすると、再電源投入後一端 Home ポジションへエレメントが戻り、その

後設定している周波数の位置に自動的にエレメントがアジャストされます。この機能は、2014 年頃に購

入した KA1-404 には装備されていない機能で、利用者（ユーザー）の声に耳を傾けバージョンアップさ

れたのだと思いました。私が提案した給電部に SWR センサーを加える改造は、採用されず残念でした。

（笑） 

 



10．VERSA Beam の豊富な機能に大満足 

 VERSA Beam には、無線機から運用周波数をキャッチし、バンド切り替えやメインダイヤル操作に応

じてエレメント長を自動的に調整しアンテナを同調・整合させる機能や、ワンプッシュでビーム方向を

180 度（逆方向）転換しショートパスやロングパスに切り替える機能や、ハイパワーバージョンの AEU

など豊富な機能とオプションを揃え、マルチバンドユースで心地よく安心して運用できる究極のアンテ

ナです。工人舎のホームページで紹介されています、VERSA Beam の遠隔操作（リモート）運用を 2ndシ

ャックに是非導入したいと思います。 

昔は各バンドに応じてアンテナを建設し、敷地や予算不足からバンド運用を諦めざるをえない時代も

ありましたが、VERSA Beam の出現でそのような時代は嘘のように変わりました。VERSA の由来は存じ

ませんが、180 度転換できる機能を有したビームアンテナと言うことなのでしょうか？それとも、逆方向

のロングパスで攻めて下さい！と言うことなのでしょうか？いずれにしても、凄いアンテナで海外局と

の交信で JA の技術力を自慢したいアンテナです。 

 

11．ユーザー・レポート総括 

 HF 帯から VHF 帯をカバーし高性能大型アンテンに分類される KA1-406 の基本性能をフルに引き出

し、アマチュア無線を楽しむことがコストパフォーマンスの評価に大切だと考えます。そのためにも、 

 ・障害物による悪影響を受けない場所を選び設置すること 

 ・人工ノイズに伴う悪影響を極力排除すること 

 ・水面反射や下り傾斜地から得られるメリットを活用すること 

 ・大地から受ける悪影響を少なくすること 

など十分な対策を講じ KA1-406 を愛用すると、スペック以上の性能が現れます。KA1-406 を 1st シャッ

クの関東ローム層東傾斜地に設置していたら 7MHz 帯のアフリカ方面など少し残念な結果になっていた

と思いました。 

 2nd シャックで水面反射が得られる季節に 1kw の送信電力で KA1-406 を用いて無線運用をすると、

KA1-406 の直接波と水面からの反射波が合成され数 kw の送信電力に匹敵する優れたビーム特性の電波

が生成されます。いわゆるマルチパスという現象で Wi-Fi 環境下などでは敬遠されることも多い現象で

す。HF 帯のモービル運用で DX 運用を楽しむ方法の１つとして海岸やベイブリッジでこの現象を利用す

る愛好者も昔は多く居ました。30 年あまり遡る話ですがサンフランシスコのベイエリアへ移動している

モービル局とよく交信をしました。強い信号がサンフランシスコから届いていました。 

水面反射は、使用する周波数やアンテナの地上高に応じて合成結果がプラスやマイナスに作用するこ

とから、プラスに作用するアンテナの高さと方位を探り、他局には真似ができない運用方法で相手局を

コールするのも面白い運用方法の１つで、楽しいアマチュア無線運用を KA1-406 が可能にしてくれまし

た。 

製品開発へのご苦労と製品開発への熱い想いが結晶化し、VERSA Beam が生まれたのだと強く感じる

アンテナです。VERSA Beam のお蔭で、閉局・廃局に追い込まれることは先ずあり得ないと確信してい

ます。 

 

 



 

Column 大型アンテナのローテーター選択と強風対策 

 

 KA1-406 を回転させるローテーターはクリエート 

デザイン社の RC5B-3T を選択しました。秋頃に襲 

来する台風や冬の北風に備え、ローテーターを強風 

から保護する目的で、クランクダウンした時に KA1 

-406 のブームを固定する対策（写真６）を行ってい 

ます。 

 1stシャックに接近する台風も年々強さが増し、 

風速 60m を超える超大型クラスの台風が昨年九州の 

西沿岸を通過し北上しました。昭和 34 年の台風 15 

号（伊勢湾台風）を体験し、甚大な被害が出たこと 

を今でも鮮明に覚えています。 

 ブーム固定が巨大化する台風への備えとして十分 

機能するか定かではありませんが、少しでも長くビ 

ッグアンテナを愛用したいと思う強い気持ちが働き、 

知恵と工夫を凝らし設置しました。 

 
 

写真６ VERSA Beam KA1-406強風対策 


